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3月
第51号

島原市社会福祉協議会で

は、毎年、社会福祉の向上を

目的として島原市の地域福祉

活動に尽力された方々に対し

て島原市社会福祉協議会会

長表彰を行っています。

１２月５日（水）に島原市福

祉センターにおいて平成３０年

度の表彰式を行いました。今

年度は２７名の方を表彰し、こ

れまでの活動を讃えました。

この度、表彰を受けられたのは次の方々です。（敬称略）

【町内会長・自治会長永年勤続】（１０年以上）

吉野純生

【民生委員児童委員主任児童委員永年勤続】（８年以上）

濵嵜良隆、三好まゆみ、堀川真理、堀川和彦、

野原孝子、七條幹雄、中村倶己子、内田好和、

木下勝晴、大隅泰子、珠林成子、石井泰彦、大場順子

【社会福祉施設役職員永年勤続】（８年以上）

前田遥、定方淳也、武井涼子、武本沙織、吉川美和、

馬渡美幸、山口美紀子

【社会福祉団体役職員永年勤続】（１０年以上）

松本和義、鐘ヶ江ユキ子、大石郁子、古賀美穂、

鈴木典子、原愛子

以上の方々です。ますますのご活躍をお祈りします。



月

日
（
日
）
に
島

11

18

原
中
央
高
等
学
校
で
島
原

市
防
災
避
難
訓
練
と
と
も

に
、
島
原
市
、
雲
仙
市
、

南
島
原
市
の
三
市
社
会
福

祉
協
議
会
よ
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
は
災
害
時
に
被

災
地
で
設
置
さ
れ
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
拠
点

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

今
回
は
当
会
と
災
害
時

相
互
協
定
を
結
ん
で
い
る

島
原
青
年
会
議
所
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
付
班
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
班
・
マ
ッ
チ
ン

グ
班
・
資
材
班
な
ど
の
各

班
に
分
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
を
現
地
ま
で
派

遣
し
、
帰
っ
て
来
る
ま
で

を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
と
し

て
島
原
中
央
高
等
学
校
の

生
徒
を
中
心
に
小
中
学
生

や
外
国
の
方
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
住
民
の
方
に
協
力

し
て
頂
き
、
有
意
義
な
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
真

剣
に
取
組
ん
で
頂
き
、
新

た
な
課
題
を
発
見
す
る
な

ど
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↓
３
市
社
協
＆
青
年
会
議
所
が

一
体
と
な
り
取
組
み
ま
し
た

皆さんは雨の日に黄色い傘を差した小学生を見か
けたことはありませんか？当会では子ども達の交通
安全を願い、市内の全小学一年生を対象に「黄色い
傘贈呈事業」を行っています。
平成３０年１０月３日（水）に島原特別支援学校

において、今年度の黄色い傘贈呈式を行いました。
傘を受け取った子ども達は、しまばらんのイラス

トが入った傘に大喜びで、その場で傘を差しながら
雨が降るのを楽しみにしているように見えました。
黄色い傘を差した子どもたちを見かけた際には、

是非ともやさしく見守ってあげてくさい。

この事業の財源は皆さんから頂いた
赤い羽根共同募金の配分金によるものです。

１月31日（木）に市内３６ケ所あるふれあいサロ
ンの更なる充実を図ることを目的に「高齢者ふれあい
サロンリーダー研修会」を開催し、６１人が参加しま
した。今回はもってこい長崎レクリエーショングルー
プお手玉の会 代表 中島るり子氏を講師にお迎えし
「サロンですぐに！活用できるレクリエーション」に
ついて学びました。
研修ではサロン参加者との関わり方やサロンへ明る

く誘い出す声かけ方を始めに、簡単にできる指体操や
新聞紙を活用した体操などを実技と楽しいお話を交え
ながら学びました。参加者から「家にある新聞紙で、
簡単に体操ができる！すぐにでもやってみます」「参
加者に合わせた、温かい声かけ関わり方などサロンの
原点が学べました」などの感想が聞かれました。



↑
み
ん
な
上
手
に
出
来
ま
し
た

地域のために頑張っている人をバトンリレー方式で紹介し
ていきます。前回の原賀幸子さんからの紹介です。

今回は島原市老人クラブ連合会事
務局長の小峯克彦さんです。
島原市役所に36年勤務された後、

島原文化会館館長を経て、平成30年
6月より約3,000人の会員さん達の
お世話に励まれています。
現役時代に『石垣のつたが生い茂

り、子どもが通るのに危ない』と市
民の方からの連絡がきっかけで、20
年程前から地域の環境美化活動にも
努められて

います。休日は島原城周辺の草
取りや清掃、花植えをされてい
るそうです。
「自分が出来る事で何か少し

でも恩返しを…元気なうちはま
だまだ活動を続けていきたい」
と話してくださいました。

今回のいい友！
小峯克彦さん

皆さん「地区社協」をご存じですか？
島原市では７地区の地区社協があり、
住民の皆さんが協力して地域福祉活動
を行っています。それぞれの地区社協
では、工夫をこらした特色ある活動を
なされています。
このコーナーでは市社協の職員が各

地区社協の活動におじゃまして、様々
な取り組みの様子や、活動されている
役員さんの声を紹介していきます。
今回は霊丘地区社協の「世代間交流
兜づくり教室」に行って来ました。

赤い羽根共同募金活動を10月から12月にかけて
実施したところ、皆様のご協力により多くの募金
をお預かりしました。おかげ様で、前年度の実績
額を約3.8％上回ることができました。

【募金実績額】（2月18日現在）

戸別募金 5,966,753円
事業所募金 933,700円
学校募金 640,867円
職域募金 234,202円
街頭募金 56,061円
イベント募金 74,082円
その他募金 641,272円

計 8,546,937円

集まった募金は高齢者サロン活動やボラ
ンティア養成、子どもの福祉教育、障が
い者支援など、島原市のための福祉活動
に使われます。また、３％は災害時のボ
ランティア活動等に役立てられます。
皆様のご協力、ありがとうございました。

特
に
暑
か
っ
た
去
年
の
夏
休

み
。
８
月
６
日
～

日(

内
７
日

27

間)

を
利
用
し
て
霊
丘
地
区
社
協

で
は
、
地
域
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
世
代
間
交
流
事
業
「
兜
作
り

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

板
や
子
ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
活

用
し
、
手
作
り
で
兜
を
作
成
。
今

回
、
指
導
を
さ
れ
た
霊
丘
地
区
社

協
事
務
局
長
の
白
須
さ
ん
は
「
作

成
の
段
階
で
、
兜
の
前
立
の
デ
ザ

イ
ン
を
子
ど
も
達
に
考
え
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
達
の
発
想

の
豊
か
さ
に
驚
い
た
。
と
て
も

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

開
催
中
に
は
、
青
少
協
や
長

寿
会
の
役
員
さ
ん
が
指
導
の
協

力
を
し
て
下
さ
っ
た
り
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
が
教
室
の
様
子

を
見
学
し
た
り
、
保
護
者
も
一

緒
に
な
っ
て
作
成
を
す
る
こ
と

も
あ
り
、
多
世
代
の
交
流
が
あ

り
活
気
あ
ふ
れ
る
教
室
で
し
た
。

作
成
が
終
わ
っ
た
子
ど
も
達

に
感
想
を
聞
く
と
「
ひ
も
を
通

す
所
が
難
し
く
て
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
手
伝
っ
て
も
ら
い
立
派

な
兜
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し

い
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

霊
丘
地
区
社
協
で
は
、
来
年

度
も
夏
休
み
期
間
に
教
室
を
開

催
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
域
の

高
齢
者
の
方
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
兜

作
り
を
し
て
交
流
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
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心
温
ま
る
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
の
推

進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。(

敬
称
略)

平
成

年
９
月

日
～
平
成

年
２
月
１
日
受
付
分

30

12

31

঺
ੈ
ੱ
ଦ
ओ
ध
ৼ
୥
ਚ

島
原
市
社
協
で
は
生
活
に

関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と
に

つ
い
て
無
料
で
相
談
で
き
る

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

担
当
の
職
員
が
丁
寧
に
対
応

い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

・
開
所
日

月
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
･年
末
年
始
を
除
く
）

・
開
所
時
間

午
前

時

～

午
後
３
時

10

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（

）
７
０
５
０

64

低所得世帯、障害者世帯、病気療養中や介護を要す

る高齢者がいる世帯に対して、低利子（一部無利子）でお

金を貸し付けることと必要な援助を行い、経済的自立と在

宅福祉の増進を図る貸付制度です。（県社協委託事業）

※どんな場合に活用できるの？※

例）生活再建までの間に必要な生活費用

生業を営むのに必要な経費。

高校・大学・専門学校に進学する費用 等々

貸付には一定の条件があります。また、この制度は、民

生委員や社会福祉協議会が連携して援助指導を行うこと

で自立を促す制度です。従って、民生委員、社協と相談

できないという方は対象となりません。

問い合わせは 0957-63-3855
（島原市社会福祉協議会）

この度、日本赤十字社のマスコットキャラクター
「ハートラちゃん」のラッピング自販機が島原市福
祉センターに設置されました。この自販機は長崎県
内初設置になります。この自販機の売り上げの一部
は、日本赤十字社を通して
国内外の救援活動などに使
われます。福祉センターに
お越しの際は、是非この自
販機でお買い上げ下さい。
また、企業様などでCSR

（社会貢献活動）の一環と
してこの自販機の設置をご
検討なさる際には、島原市
社会福祉協議会までご相談
ください。※個人の設置も
可能です。（☎63-3855）


